
春。イースター礼拝を守った後、子どもたちが心待ちに
するのは“卵さがし”。園庭や裏庭では「あった～！」と卵
を見つけた子どもたちの歓声があがります。
秋には、裏庭で実った柿を収穫します。子どもたちに
よって丁寧に磨かれた柿はお家の方に買っていただき、
その売り上げを献金としておささげし、愛泉乳児園や
チャイルド・ファンド・ジャパンなどの支援に用いられま
す。また、愛泉乳児園へはボランティアの保護者の方々
が訪問し、子どもたちとの交わりの時をもっています。

柔らかな陽光が届く礼拝堂で、
週3回昼休みに礼拝を守ってい
ます。学生の活動としては、グロ
リアス・クワイア（聖歌隊／ハン
ドベル・クワイア）による礼拝で
の賛美奉仕や被災地支援ボラ
ンティア活動（チャリティー・コン
サート）、聖書を学びともに祈る
「ろばのこ」の集まりがあります。

秋季2泊3日のオータム・リトリート
では、奥多摩の自然のなかで教員と
学生がともに御言葉を聞き、恵みの
時を分かち合います。近年は有志に
より、フードドライブや渋谷駅周辺
で路上生活を余儀なくされている
方々に生活物資を届ける「おすそ分
け作戦」も行われています。

高等部の毎朝の礼拝

礼拝

学校で一番大切なのは礼拝の時間、と中等部
では考えます。それは、神様と向き合い、自分自
身と向き合う時間だからです。学年の半分（約
140名）は受験によって中等部に入学してくる
ので、キリスト教についてほとんど知りません。
しかし、初等部出身者がいろいろ教えてくれる
ので、何も心配ありません。また各学年とも週1
時間、聖書の授業があります。「教師と生徒、生
徒と生徒の交わりこそが聖書の授業」（浅原宗
教主任）です。その他キリスト教活動として、聖
歌隊、ハンドベル部、緑信会同好会、CFワーク
（恵泉ホーム訪問・校内清掃など）、早朝祈祷
会、保護者聖書の会などがあります。

青山学院大学がもっとも大切
にしていること。それは礼拝で
す。青山学院校歌にありますと
おり、「こだまするチャイムの
響」と共に礼拝は始まります。
授業期間の平日は毎日10：30
から礼拝がガウチャ―記念礼
拝堂で行われます。
また、各界で活躍するクリス
チャンの方々をお招きするチャ
ペルウィークや、火曜夕方
18:00からのコンテンポラリー
礼拝も行われます。皆さんも礼
拝を通して新しい出会いと経
験をすることでしょう。

全学生が学ぶ「キリスト教概論」を
はじめ、多くのキリスト教関連科目
が開講されています。また授業以外
にも「聖書に親しむ会」や「キリスト
教文化に親しむ会」など、宗教主任
やクリスチャンの先生と学ぶ一時
は、青学ならではと言えます。夏の
清里で行われる「サマーカレッジ」
は大学時代の最も良き思い出の一
つとなるでしょう。クリスチャン・ノ
ンクリスチャンを問わず、多くの学
生が宗教センター所属の４団体に
所属し、課外活動を行っています。
ぜひ参加してください。人生の師、
一生の友と出会えることでしょう。

初等部では、毎朝、心を神さまに向け
て礼拝をすることから始まります。礼
拝の時間は25分ほどあります。教会暦
に沿った特別礼拝を守ることもありま
す。たとえば、イースター礼拝、お母さ
んへの感謝の集い（母の日礼拝）、子
どもの日・花の日礼拝、召天者記念礼
拝、クリスマス讃美礼拝、大震災を覚
える礼拝など14の礼拝があります。

鐘が3回鳴らされます。時には、放送で流されている讃美歌
の響きも聞こえないほどの喧騒の中で、卒業記念で贈られ
た、その鐘の音が響き始めるとき、一人、また一人と静まり、
招いてくださる神様の御前で黙祷によって礼拝が始まりま
す。それぞれの場から一斉にPS講堂へと殺到する生徒たち
から生まれるその騒音。神様には、「わたしたちはここにい
ます！」という、高等部生一人ひとりの心の中からの祈りとし
て聞いてくださっているのかも知れません。高等部の毎朝。
約1300人が一堂に会します。主の御前に、主に招かれて。
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　東日本大震災で大きな痛みを受けた岩手県宮古市と北海道室蘭市を結ぶ岩手県初の
フェリー航路が2018年6月に開設されます。宮古市に建設されたフェリーターミナルに、青山
学院の幼・初・中・高・短大・大学のメンバー、宮古と室蘭の子どもたち、熊本地震からの復興
に尽力している九州ルーテル学院の中高生、全部で約500人による壁画を作成するプロ
ジェクトがすすめられています。痛みを通して出会った仲間たちが祈りと力を合わせた壁画から
は「希望」というメッセージが発信されるでしょう。 （女子短期大学宗教主任　吉岡 康子）

　イエス様が弟子たちに教えた唯一の祈りのことばです。世界中の教会が、
礼拝のときに唱えることばです。二千年のあいだ、伝えられて来た祈りです。
　キルケゴールは、「罪というのは、人間が神の前に（もしくは神の観念をもちな
がら）絶望して自己自身であろうと欲しないこと、もしくは絶望して自己自身で
あろうと欲することである」と謎のような言葉を残しています。罪とは、自分と自分
の関係、自分と他人との関係、自分と神との関係、そうした関係が壊れている
ことと理解できます。
　罪をゆるすのは、相手のためでなく、自分のためでもなく、イエス・キリストの
ためにそうするのです。
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幼稚園 Kindergarten

初等部 Elementary School

中等部 Junior High School

高等部 Senior High School

女子短期大学 Women’s Junior College

大学 University

▲ハンドベル・クワイア

▲ゴスペル・クワイア

▲グロリアス・クワイア

◀オータム・
　リトリート

▲被災地支援
　ボランティア活動

▲卵さがし

▲止揚学園訪問

◀日本聾話学校
　訪問

上・恵泉ホーム訪問　　
下・緑信会同好会◀ハンドベル部

▲柿の販売

▲愛泉幼児園訪問

そのほかに、児童と教職員の祈祷会、保護者向
けの聖書の学びと讃美の会、ハンドベルに親
しむ会などが、定期的に開催されています。
子どもたちによる支援活動も行われています。
チャイルド・ファンド・ジャパンを通して6名の
子どもたちが学校に通うことができるように、
また、日本聾話学校の2箇所には毎月の献金を
ささげています。また、JOCS（日本キリスト教海
外医療協力会）の使用済み切手回収、日本聾
話学校へのベルマーク回収のお手伝いをして
います。交流事業として、ラファエル会へクッ
キー作り体験、止揚学園訪問、フィリピン訪問
を実施しています。

▲フィリピン訪問

▲真冬のホワイトキャンプ

▲

◀フィリピンプログラム

▲真夏のグリーンキャンプ ▲各プログラム、土台は聖書の御言葉

▲聖書に親しむ会

▲ACF（青山キリスト教学生会）

▲聖歌隊

（大学宗教主任　福嶋 裕子）

キリスト教教育と活動

ひびき

サマーカレッジ▶
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CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより

幼稚園より

初等部より

中等部より

表紙写真　
初等部入学式

11/19
創立記念礼拝（年長組）
10/29
収穫感謝礼拝

137 金

終業礼拝

9 /

/

6 /

月

11/22木

4 火

始業礼拝

11

7 /

8 /

19

月

こどもの日・花の日礼拝
8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂6 /

火

召天者記念礼拝
8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂

Ａグループ

10/16火

火

聖書週間特別礼拝
8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂

10/30
となり人を覚える礼拝

8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂

11/15木
創立記念礼拝

8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂

火11/20
感謝祭礼拝

8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂

9：30～11：30
校内清掃

16月 18
1年生なかよしキャンプ

29

7 /21
9 / 1

水

教職員退修会（修養会）
Bグループ19木 21

水

土

月

23月土

30木

高等部追分寮

緑蔭キャンプ

土

10/18木

ＣＦワーク

8：40～9：2011/ 9 金

創立記念礼拝

愛隣会白寿荘
老人ホーム奉仕（１、2年生）

4/12
入園式

木

5/14
母の日礼拝

月

アドヴェント礼拝 Ⅰ

11/30金
アドヴェント礼拝 ⅠⅠ

8：25～8：50
米山記念礼拝堂

11：00～12：00
高等部PS講堂

4/13
イースター礼拝

5/15
お母さんへの感謝の集い

金

火

4/ 校内清掃奉仕活動

ＣＦ（クリスチャン・フェローシップ）
活動

4/24
イースター礼拝

5/
10:20～12:00
青山学院講堂

母の日・家族への感謝の日礼拝

9：20～10：30
青山学院講堂

金

火

火8

6



高等部より

女子短大より

大学より

本部より

9/ 8

8/ 2

伝道週間

グリーンキャンプ

秋の伝道週間

11/16金
創立記念礼拝

保護者聖書の集い

高等部PS講堂

高等部PS講堂

具体的な日時は「高等部便り」でお知らせ
致します。

第15回 東日本大震災被災地支援
ボランティア

11/ 金　16 12：35～13：05
女子短期大学礼拝堂

オータム・リトリート

創立記念礼拝
10/ 月　1 12：35～13：05

女子短期大学礼拝堂

神学校日礼拝

116/ 15金

水

月

奥多摩
バイブルシャレー189/ 火 20木

木

金

月

土4

高等部追分寮/7 23月

高等部PS講堂10/22月　26金

清里サマー・カレッジ

創立記念礼拝

青山・相模原

全学院の礼拝として行います。
どうぞご出席ください。

青山・相模原

チャペル・ウィーク（後期）

10/15

11/16

19金

夏期休業期間中に実施

12水

土

4火

30金

オール青山ハンドベルコンサート

11/15木
学院創立144周年記念礼拝

ガウチャー記念礼拝堂

青山学院講堂

17:00～
ガウチャー記念礼拝堂4/ 4 土

教職員新学年度礼拝

12/　
Ａｒｔ クリスマス Ａｏｙａｍａ

短大
ギャラリー他

11/　
クリスマス・ツリー点火祭

青　山
相模原

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより

各界で活躍しているクリスチャンの方に
礼拝でお話をしていただきます。

25

4/11
イースター礼拝

水 高等部PS講堂
説教　清弘 剛生（頌栄教会牧師）

5/
ペンテコステ礼拝

月 高等部PS講堂21

水　

月

説教　吉岡 康子（女子短期大学宗教主任）
4/

10：00～11：00
青山学院講堂

12：35～13:20
短大礼拝堂

始業礼拝

月5/21　 12：35～13:05
短大礼拝堂

5/ ,9水,11金
チャペル・ウィーク

ペンテコステ礼拝

4

7

月

火

月

月

金

木

キリスト教推薦入学生
オリエンテーション
4/

9:00～
ガウチャー記念礼拝堂他

キリスト教概論 Ⅰ
オリエンテーション
4/ 5

13

25

新入生歓迎礼拝

〈青　山〉
〈相模原〉

ガウチャー記念礼拝堂
ウェスレー・チャペル

〈青　山〉
〈相模原〉

ガウチャー記念礼拝堂
ウェスレー・チャペル

4/

チャペル・ウィーク
5/21 金

ガウチャー記念
礼拝堂他

2

3
9

月

ペンテコステ礼拝
〈青　山〉
〈相模原〉5/21

わかりやすく、楽しく聖書が学べます。
（宗教主任担当）

聖書に親しむ会

文学、自然科学、社会問題、音楽
などをキリスト教信仰との関わりに
おいて語り合い、考え合います。
（宗教委員、クリスチャン教員と
　　　　　　　　宗教主任担当）

キリスト教文化に親しむ会
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特集 Welcome to Aoyama Gakuin !

ようこそ青山学院へ！
出会いと発見の喜びに満ちて始まった、学院生活。
新しい仲間に向けて、メッセージをお届けします。

　ご入園おめでとうございます。春風や、色とりどりの草花に迎えら
れ、いよいよ幼稚園生活が始まりますね。幼稚園で子どもたちは好
きな遊びをして過ごしますが、その姿は様々です。早速初めての場
所に目を輝かせて遊び始める子どもや、立ち止まって周りの様子を
じーっと見ている子ども、不安な気持ちが溢れて涙する子どももい
るかもしれません。そしてその姿を見て一喜一憂する保護者の方
の姿があります。保育者は、一人ひとりの子どもにとって安心して
過ごせる場所になるように、ありのままの気持ちを受け止めな
がらそれぞれのペースを大切にし、支えてまいります。
 　私たちの生活の中心にはいつも神様が共にいてください
ます。毎日のお祈りや讃美歌、そして私たちの周りに溢れる命
からも神様の存在を感じる瞬間が確かにあります。うれしい時
もそうでない時も神様のお守りの中で過ごしていくことの恵み
に感謝して、新しい歩みの上に豊かな祝福がありますように。

中里 希望
安心して過ごせる場所へ 新たな出会いを求めて

大橋 宗馬 おおはし そうま　中等部３年

Welcome to AGH 齊藤 真理 青柳 智子 あおやぎ ともこ　
大学 総合文化政策学部３年出会う恵みに感謝して

　新入生の皆さま、ご入学おめでとうございます。期待や不安いろんな思いを抱いて
いると思いますが、私は学生生活において「出会い」を大切にして欲しいと思います。
　私は聖歌隊との出会いが大きな恵みでした。聖歌隊は学内・学外の奉唱や演奏会に
向けて毎週練習に励んでいるのですが、どんな場面でも一人ひとりの声が必要不可欠
で、仲間がいるからこそ美しい賛美の声が生まれるのだと感じています。聖歌隊員はお
互いに大切な存在であり、練習以外でも友達として、先輩後輩として沢山の時間を共有
しています。とは言っても隊員のほとんどはクリスチャンではありませんし、音楽経
験やこれまで歩んできた人生、性格も皆さまざまです。
　それでも聖歌隊として成り立っているのは、隊員一人ひとりが隣人を愛し受
け入れる心が与えられているからだと思います。私はそんな素敵な聖歌隊に
出会えて心から感謝しています。また、青山学院も神様の恵みが豊かにある
暖かい学院です。ぜひ皆様も自分の興味の赴くまま、色々なことに挑戦し
てたくさんの出会いと経験を自分の糧にしてください。「求めなさい。そ
うすれば、与えられる」（マタイ7:7）。皆さんの新生活が恵みによって支
えられ実りあるものとなりますように。

幼稚園 Kindergarten 初等部 Elementary School 中等部 Junior High School

高等部 Senior High School 女子短期大学 Women’s Junior College 大学 University

　あおやまがくいんしょとうぶへようこそ。しょとうぶはいいことがたくさ
んあるよ。1ばんはなかよしキャンプだよ。どうしてかというと、おともだち
がいっぱいできるし、いろいろなことをまなべるから、たのしかったよ。
　さいごのよる、せいしょをもらえるよ。もらったときは、ちょっとよむのが
たいへんだったよ。でもなれてくると、よむのがたのしくなってくるよ。ぜ
ひよんでね。
　2ばんめは、きゅうしょくだよ。おいしいし、きらいなものがなくなるし、

ほんとうにわたしは大すきだよ。
　しょとうぶにはいって、わたしは、はじめてれいはいをした
よ。れいはいは、こころをかみさまにむけるしずかなじかんだ
よ。ほんとうにかみさまにあえたきがするよ。
　わたしはほんとうにしょとうぶにはいってよかったよ。
　がっこうせいかつは、すこしずつなれていくからしんぱいし
ないでいいよ。がんばって。

あたらしい1ねんせいへ なかむら ゆりか 初等部２年

クリスマス礼拝

お母さんへの
感謝の集い

クリスマス礼拝

子どもの日・花の日礼拝

イースター礼拝

クリスマス礼拝 聖歌隊

クリスマス礼拝（青山キャンパス）

クリスマス礼拝（相模原キャンパス）

コンテンポラリー礼拝

クリスマス礼拝

始業礼拝

韓国賛美グループによる礼拝

高等部PS講堂礼拝

生徒有志による
クリスマス礼拝後の祝会・賛美

鐘の音で始まる礼拝

チャペルウィーク

幼稚園礼拝室 ～年中・年長組～軽井沢キャンプ ～朝の礼拝～

　「合格はゴールではない。その先にある自分の夢へ辿り着くためのスタートラインに立った
ということだ」。ふと、高校時代の恩師の言葉を思い出す。この春、新入生はスタートラインに立
った。喜びや期待だけでなく、緊張や不安を感じている人もい
ると思う。一年前の私も新たな環境に戸惑いながらも、同じ夢
を持つ仲間と共に新たな一歩を踏み出せたことは本当に嬉し
かった。
　私はクリスチャンホームに生まれ育った。教会附属の幼稚
園でハンドベルと出会い、中学一年の時より本格的な練習を
始め、今日まで演奏奉仕を続けている。青山学院女子短期
大学グロリアス・クワイアへ入隊できたことは神様の導き
であると感じ、天使の歌声とも言われる美しいハンドベ
ルの音色で神様と聞く人に喜んでいただける演奏とな
るよう、日々練習を重ねている。
　神様はいつも私たちと共にいて、見守り、そしてか
けがえのない存在として大きな愛を与えて下さる。
一人ひとりが緊張や不安を力に変え、神様からの
恵みが豊かにある学生生活となりますように。

スタートライン 髙橋 ひかり

なかさと のぞみ　幼稚園教諭

さいとう まりあ　高等部３年

たかはし ひかり　
女子短期大学 子ども学科２年

　新入生の皆さん、青山学院中等部にようこそ。中等部生は皆さんを心待
ちにしていました。新学期になり新たな仲間や環境にわくわくしている反
面、少し不安もあるかと思います。僕は中等部に入学してまだ二年ですが、
クラスや部活、入っている学友会(生徒会)でたくさんのことを経験し、楽し
い思い出もたくさんできました。もちろん中等部生活の中では良いことば
かり起きるとは限りません。人間関係や勉強、部活で嫌なことや、トラブルが

起きるかもしれません。僕にもありました。
　そんな時「求めなさい。そうすれば、与えられる」（マタイ7:7）の聖
句が心に響きました。たとえトラブルが起きたとしても勇気をもっ
て行動することで神様のお導きによって仲直りできると思います。
壁を乗り越えれば必ず新たな出会いや幸せが待っているという
ことも学びました。新入生の皆さんには今は実感がないと思い
ますが、いつか壁にぶつかったときにこの言葉を思い出して、
少しでも良い中等部生活を一緒に送っていきましょう。

　Welcome to AGH ! あなたは高校生！心配なこともあるでしょう。入学当時私もどきどきでした。け
れど、出会った仲間はみんな個性豊か。一日一日が笑顔でいっぱいで、笑いすぎて腹筋が割れそう
な日もありました。私の高校生活の大きな経験は一年間の交換留学でした。楽しかっただけではな
くcultureやlife styleの違いで辛かった時もありますが、 日本の友達や神様の支えがあったからこそ
心も体も成長して帰ってくることができました。

　高校生はsweet sixteen、 華のseventeenを経て大人として扱われ
るeighteenになります。そうです、子どもから大人になる階段がこの3
年間です。いっぱい新しいことに挑戦することで将来何をしたいのか、
自分の弱点も見えて来ます。だから失敗を恐れないでJust do itという
気持ちでやってみましょう。失敗したっていい、人と違っていい。なぜな
ら神様はいつもあなたの側で見守っていてくださいます。
　どんなときでもイエス様の「人にしてもらいたいと思うことは何
でも、あなたがたも人にしなさい」という言葉が私を強くしてくれ
ました。だから私はいつもポジティヴでいること、笑顔でいること、
相手の気持ちを尊重することを大切にしています。
　イエス様を知らない人も大丈夫！ 様々なperspectiveから世界を
見ることができるのもこの青山学院高等部ならではです ！ 
新しい考えと共に最高の思い出を最高の学校で作りましょう ！
　Let’s make the most of our high school life !


